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雪
重
く
重

複
潮
害

こ
の
と
こ
ろ
年
三
回
の
特
別
展

を
開
催
し
て
い
る
本
館
は
、
新
年

度
も
「
芹
沢
珪
介
屡
」
「
水
彩
画

の
再
発
見
」
な
ど
三
本
を
準
備
し

て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
美
術
展
の
根

幹
は
作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

の
作
品
の
所
在
が
意
外
に
不
明
確

で
、
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
に
時
間
を

要
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
館
が
新

設
で
情
報
整
備
が
不
十
分
だ
か
ら

だ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
、
常
識
的

を
操
作
を
し
な
が
ら
も
こ
の
実
感

は
大
き
い
。

こ
う
し
た
環
境
で
展
開
す
る
特

別
展
だ
か
ら
、
当
然
の
よ
う
に
リ

ス
ト
・
ア
ッ
プ
の
段
階
か
ら
各
地

の
美
術
館
な
ど
の
友
人
知
己
に
迷

惑
を
か
け
る
。
し
か
し
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
生
後
間
も
老
い

の
悲
哀
を
理
解
し
て
く
れ
な

か
企
画
が
具
体
化
し
て
デ
ー
プん裏

カ
ッ
ト
を
迎
え
て
い
る
。

思
え
ば
近
代
的
な
施
設
の
を
が

で
、
旧
態
依
然
の
方
式
が
万
能
と

は
悲
し
い
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も

効
率
的
な
機
動
力
を
備
え
よ
う
と
、

本
館
の
整
備
計
画
に
従
い
、
問
も

牽
く
着
工
す
る
一
五
〇
〇
平
方
米

の
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
の
な
か
に
、

情
報
資
料
室
を
設
け
て
、
自
他
と

も
に
活
用
飛
躍
し
ょ
ぅ
と
心
が
げ

で
い
る
。

(
高
橋
在
久
)

圭
く
一
一
I
-
言
-
く
〃
i
I



みる・かたる・つくる-

県内ゆかりの作家の

動向を知るために

第2回千葉県秀作美術展

2月8日へ3月4日

品
と
し
た
。
ま
た
、
日
本
画
・
洋

画
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
・
版
画
の

六
部
門
と
し
選
考
を
行
っ
た
。

選
考
に
は
、
十
六
名
の
選
考
委

貝
を
委
嘱
し
、
委
員
に
は
作
品
を

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
、
高

い
水
準
の
展
覧
会
と
す
る
た
め
美

術
評
論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

県
美
術
界
の
動
向
に
詳
し
い
作
家

が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
委
嘱
後
、

委
員
か
ら
作
品
の
推
薦
を
受
け
、

そ
の
結
果
、
一
五
六
点
の
推
薦
が

あ
り
、
複
数
案
獲
得
作
品
は
七
〇

点
で
あ
っ
た
。

今
日
、
千
葉
県
の
風
土
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
多
く
の
作
家
が
多
彩
な

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
活
動
の
場
は
県
内
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
中
央
へ
と
移
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
本
県
ゆ
か

り
の
作
家
を
集
大
成
す
る
展
覧
会

を
望
む
声
が
高
ま
り
、
昭
和
五
十

二
年
一
月
に
第
一
回
展
を
開
催
し

た
。
そ
の
結
果
、
期
待
以
上
の
好

評
を
得
て
こ
こ
に
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

と
し
て
第
二
回
展
を
開
催
す
る
。

経
過
に
つ

い
て

対
象
は
、
前
回
同
様
、
千
葉
県
在

住
・
勤
務
・
出
身
お
よ
び
県
内
で

活
躍
す
る
作
家
の
過
去
二
年
間
(
昭

和
五
十
一
年
四
月
̃
五
十
三
年
三

月
)
に
団
体
展
ヾ
個
展
、
そ
の
他

で
発
表
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た
作

選
考
に
つ

い
て

十
一
月
二
十
八
日
的
、
選
考
委

員
会
が
本
館
会
議
室
に
お
い
て
開

か
れ
、
推
薦
作
品
を
さ
ら
に
し
ぼ

る
作
業
に
入
り
、
そ
の
結
果
、
日

本
画
十
八
点
、
洋
画
二
十
六
点
、

彫
塑
十
八
点
、
工
芸
十
四
点
、
書

十
六
点
、
版
画
七
点
で
、
合
計
九

十
九
点
で
あ
っ
た
。

委
員
会
で
の
決
定
を
ふ
ま
え
作

家
へ
の
出
品
依
頼
を
行
っ
た
が
、

諸
事
情
に
よ
り
十
名
の
作
家
が
不

出
品
と
を
っ
た
。
そ
の
結
果
、
最

終
点
数
八
十
九
点
と
を
っ
た
。
内

訳
は
日
本
画
十
六
点
、
洋
画
二
十

四
点
、
彫
塑
十
八
点
、
工
芸
十
二

点
、
書
十
四
占
∵

版
画
五
点
。

第
一
回
展
と
の
相
違

今
回
の
特
徴
は
、
全
体
の
出
品

点
数
が
前
回
よ
り
少
く
牽
く
怠
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し
い
頭

角
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
特

に
若
い
作
家
が
含
ま
れ
て
い
る
。

部
門
別
に
み
る
と
、
日
本
画
三
名
、

洋
画
四
名
、
彫
塑
三
名
、
工
芸
二

名
、
書
一
名
、
版
画
一
名
の
計
十

四
名
で
あ
る
。
全
体
の
数
か
ら
は
、

ご
く
れ
ず
か
な
人
数
で
は
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
を
選
抜
展
に
は
意
義
深

い
も
の
と
言
え
る
。

〔
選
考
委
日
昌

青
木
滋
芳
・
浅
見
喜
舟
・
楢
村

鷹
千
代
・
大
須
賀
力
・
小
川
正

隆
・
加
藤
貞
雄
・
桑
原
住
雄
・

笹
岡
了
一
・
立
石
春
美
・
千
代

倉
桜
舟
・
中
村
僧
三
郎
・
細
野

正
信
・
堀
江
知
彦
・
本
間
正
義

村
瀬
雅
夫
・
山
谷
鉄
一
の
各
氏

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

葦
密
董
追
試
欝
話
蓋
絶
筆
電
撃
蜜
蜜
宴
遼
昂
高
話
-
…
諦
溺
叢
話
納
車
i
魂
話
話
評
静
粛
語
坪
援
証
刊
昭
で
膜
直
話

二三芋窪
-

÷
▼

秀
作
美
術
展
の

選
考
を
終
え
て

昨
年
の
年
頭
(
一
月
五
日
̃

二
十
三
日
)
に
開
か
れ
た
第
一
回

千
葉
県
秀
作
美
術
展
に
続
い
て
、

こ
の
た
び
の
第
二
回
展
の
作
品
選

考
を
委
嘱
さ
れ
た
私
た
ち
十
六
名

は
、
そ
の
開
催
趣
旨
に
基
づ
い
て
、

館
側
で
こ
れ
ま
で
に
把
握
し
、
用

意
さ
れ
た
作
家
名
簿
、
即
ち
本
県

に
在
住
、
勤
務
、
出
身
お
よ
び
県

内
で
活
躍
し
て
い
る
作
家
の
リ
ス

ト
(
日
本
画
百
三
十
一
名
、
洋
画

(
水
彩
画
を
含
む
)
三
百
九
十
名
、

彫
塑
七
十
一
名
、
工
芸
八
十
七
名
、

書
三
百
四
十
九
名
、
版
画
二
十
四

名
)
を
参
考
に
し
て
、
該
当
作
家

た
ち
が
過
去
二
年
間
(
昭
和
五
十

一
・
五
十
二
年
度
)
の
主
と
し
て

中
央
で
の
美
術
団
体
展
、
個
展
そ

の
他
で
発
表
さ
れ
た
作
品
の
う
ち

で
も
、
特
に
秀
作
や
力
作
、
あ
る

い
は
問
題
作
と
評
価
し
た
も
の
を

選
考
委
員
各
自
が
二
十
名
以
内
に

し
ぼ
っ
て
推
薦
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
が
合
計
百
五
十
六
点
と
を
っ

て
現
れ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち

七
十
点
が
複
数
案
を
獲
得
し
て
い

ま
し
た
。

折
角
で
す
が
、
こ
の
作
品
総
数

で
は
予
定
さ
れ
た
会
場
の
展
示
空

間
に
収
容
し
か
ね
ま
す
の
で
、
前

回
と
同
様
、
選
考
委
員
会
を
問
い

て
、
さ
ら
に
厳
正
と
慎
重
に
討
議

を
重
ね
て
、
調
整
を
行
な
い
、
最

終
的
に
は
九
十
九
点
を
選
考
い
た

し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
前
回
の

百
二
十
二
点
よ
り
は
か
を
り
さ
び

し
い
選
と
在
り
ま
し
た
。

今
回
も
多
彩
で
、
力
作
、
労
作

が
そ
ろ
っ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
が
、

本
県
は
、
既
に
全
国
的
に
も
国
際

的
に
も
著
名
な
作
家
の
幾
人
か
を

輩
出
し
て
お
り
、
し
か
も
全
般
の

水
準
が
高
く
、
ま
た
県
民
各
位
の

関
心
も
深
い
、
有
数
の
美
術
県
と

し
て
は
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
五
月
か
ら
は
世
界
へ
の
空

の
窓
N
A
R
∃
A
も
い
よ
い
よ
開
港

し
た
こ
と
で
す
。
い
っ
た
い
造
形

美
術
と
い
う
も
の
は
、
何
ら
の
言

菜
の
障
害
も
な
く
、
視
覚
的
に
も

精
神
的
に
も
、
地
球
上
の
何
処
の

国
で
も
理
解
や
交
流
を
深
め
る
有

効
を
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ

と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
意
味
で
も
、
本
県
の
美
術

文
化
の
発
展
と
向
上
に
は
、
最
も

有
利
を
環
境
で
国
際
的
視
野
を
ひ

ろ
げ
誌
う
使
命
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
こ
の
た
び

も
本
美
術
館
の
こ
の
よ
う
を
企

画
の
継
続
を
通
じ
て
、
そ
れ
こ
そ

“
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
"

こ

と
に
一
層
の
効
果
的
役
割
が
果
さ

れ
る
も
の
と
信
じ
、
ま
す
ま
す
の

期
待
を
寄
せ
る
次
第
で
す
。

選
考
委
員
会
座
長

中
村
健
三
郎

ー
2 -

轟
・
i
割
私
㌍
薄
暮
で
咽
-
訪
露
等
費
遼
講
堂
蟹
殻
諦
請
篭
鵠
聴
講
萬
堅
謀
が
鵠
撃
鵠
歴
訪
謡
葦
螺
軽
薄
鴇
鵠
擾
轟
織
笠

消
場
所
笠
間
精
華
間
臥
碑
萌
螺
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碑
…
馬
脚
繊
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碑
豊
野
縄
黙
話
轟
叩
蒔
岬
面
河
鵠
思
証
繊
維
諦
視
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風
景
画
を
一
堂
に
展
観東

山
魁
夷
「
秋
潔
し
な
ど

常
設
収
蔵
作
品
展

ーみる・かたる・つくる

本
館
も
開
館
以
来
、
五
年
の
歳

月
が
経
過
し
、
収
蔵
作
品
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品

を
広
く
常
設
展
と
し
て
公
開
し
て

い
る
。

今
回
は
、
収
蔵
作
品
か
ら
明
治

以
降
の
画
家
の
措
い
た
風
景
画
に

焦
点
を
あ
て
展
覧
し
て
い
る
。
風

景
は
、
画
家
に
と
っ
て
常
に
身
近

な
存
在
で
あ
り
、
恰
好
の
モ
チ
ー

フ
と
し
て
大
き
な
役
割
り
を
果
し

て
お
り
、
同
一
の
主
題
を
も
と
に
、

作
家
各
自
の
色
彩
と
技
法
を
駆
使

し
て
、
創
造
的
を
美
の
世
界
を
築

き
上
げ
て
い
る
。

展
示
作
品
は
、
本
年
度
の
収
蔵

作
品
を
含
め
、
日
本
画
で
は
東
山

魁
夷
「
門
」

「
秋
深
」
 
、
吉
岡
堅

二
「
巾
欝
、
酒
井
亜
人
「
太
海
」

を
ど
を
は
じ
め
と
し
、
岩
崎
巴
人
・

秋
葉
長
生
・
篠
崎
之
男
・
杉
原
元

入
を
ど
九
作
家
十
点
と
し
、
洋
画

で
は
浅
井
息
の
「
沢
入
駅
」

「
京

都
高
等
工
芸
学
校
の
庭
」
を
ど
の

な
じ
み
深
い
作
品
を
は
じ
め
、
松

岡
寿
「
森
と
小
川
」
 
、
石
井
柏
亭

「
信
州
風
見
争
、
大
久
保
作
次
郎

「
丘
上
の
鐘
楼
」
 
、
林
倭
衝
「
岩

風
景
の
美

和
田
海
岸
」
 
、
椿
貞
雄
「
岩
」
を

ど
や
都
鳥
英
喜
、
石
川
寅
治
、
原

勝
邸
、
三
田
康
の
作
品
を
含
め
て

二
十
人
の
作
家
三
十
二
点
を
展
示

し
て
い
る
。

栗山魁夷「秋深」石井相手「信州風景」

わ
が
国
の
染
色
に
は
、
古
く
か

ら
勝
頼
・
板
〆
・
摺
り
・
絞
り
・

更
紗
・
糊
梁
な
ど
、
布
や
皮
・

紙
筆
に
模
様
を
染
め
る
技
術
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

型
に
よ
っ
て
染
め
上
げ
て
い
く

型
梁
は
、
そ
の
実
用
性
と
も
あ
い

ま
り
、
人
々
の
生
活
に
深
く
根
を

お
ろ
し
て
い
る
。

芹
沢
鐘
介
は
、
こ
の
伝
統
的
な

型
梁
に
も
と
づ
さ
を
が
ら
、
型
絵

梁
と
い
う
新
し
い
分
野
を
開
拓
し

た
。
多
く
の
衣
類
は
も
と
よ
り
、

屏
風
、
額
絵
、
本
の
装
幌
・
小
説

の
挿
絵
な
ど
、
多
彩
を
型
梁
の
世

界
を
展
開
し
て
い
る
。

氏
は
一
発
五
年
(
明
治
二
六
年
)
静

岡
市
の
呉
服
太
物
の
卸
小
売
商
、

大
石
角
次
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。
小
学
校
の
時
よ
り
図
画
、

手
工
を
得
意
と
し
、
中
学
校
で
水

幾
何
文
額

彩
画
家
の
山
本
正
雄
に
学
び
、
美

術
学
校
入
学
の
夢
を
み
る
よ
う
に

な
る
。
応
用
化
学
科
へ
の
進
学
予
定

で
あ
っ
た
が
、
絵
画
に
対
す
る
志

向
止
み
が
た
く
、
東
京
高
等
工
業

学
校
図
案
科
に
進
み
、
一
三
才
の
時

芹
沢
た
よ
と
結
婚
、
静
岡
県
立
静

岡
工
業
試
験
場
に
就
職
し
、
漆
器

・
染
色
・
木
工
等
の
図
案
指
導
を

す
る
か
た
わ
ら
、
店
舗
の
装
飾
・

広
告
・
祭
の
花
車
・
木
工
玩
具
等
の

考
案
製
造
も
行
を
っ
て
い
る
。
そ

の
後
柳
宗
悦
・
浜
田
庄
司
・
河
井

寛
次
郎
等
と
共
に
民
芸
運
動
に
参

加
す
る
を
ど
、
牛
四
才
の
現
在
に
到

る
ま
で
、
型
絵
梁
を
中
心
に
、
ガ

ラ
ス
絵
・
板
絵
・
陶
器
等
の
絵
画

面
に
及
ぶ
ま
で
巾
広
い
創
作
活
動

を
続
け
て
い
る
。
一
九
六
五
年
(
昭

和
一
三
年
)
に
は
型
絵
梁
で
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
(
人
間
国
宝
)
に

砥鮮
卑膿

めね
{細ヽ

書卒
園園
紙漉村旅日記

認
定
さ
れ
、
一
考
六
年
に
は
文
化
功

労
者
の
栄
誉
に
輝
き
、
ま
た
、
一
九

実
年
に
は
、
パ
リ
国
立
ク
ラ
ン
・

パ
レ
に
お
い
て
芹
沢
展
を
開
催
し
、

芸
術
性
豊
か
を
パ
リ
市
民
た
ち
に

驚
き
と
感
銘
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

懸

色大子菱掴清畠絹着物

▼
会
期

四
月
十
九
日
㈱
̃
五
月
二
十
日
㈲

九
時
-
四
時
三
〇
分
月
曜
休
館

▼
入
場
料

大
人
三
〇
〇
円
(
二
〇
〇
円
)

大
・
高
生
二
〇
〇
円
(
一
〇
〇
円
)

中
・
小
生
一
〇
〇
円
(
五
〇
円
)

(
)
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
、

を
お
県
内
学
校
に
限
り
、
学
校

団
体
料
金
も
あ
り
ま
す
。

▼
講
演
会

五
月
六
日
㈲

午
後
二
時
̃

.
千
葉
県
立
美
術
館
普
及
室

「
芹
沢
鑓
介
の
世
界
」

金
子
量
重
民
(
大
妻
女
子
大

学
講
師
・
美
術
評
論
家
)

▼
美
術
を
語
る
会

五
月
十
二
日
出

午
後
二
時
̃

千
葉
県
立
美
術
館
普
及
室

テ
ー
マ
・
染
織
工
芸



みる・かたる・つくる-

美
術
普
及
棟
に
つ
い
て
、
数
回

の

「
美
術
普
及
棟
建
設
に
つ
い
て

伺
う
会
」
を
開
き
、
各
界
の
方
々

の
意
見
を
聞
き
構
想
を
練
っ
て
き

た
。
そ
し
て
、
名
称
も
新
た
に
「
県

民
ア
ト
リ
エ
」
と
し
、
い
よ
.
い
よ

契
約
、
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

そ
し
て
遅
く
も
昭
和
五
十
五
年

一
月
に
は
県
民
美
術
サ
ロ
ン
と
し

て
計
画
さ
れ
、
完
成
す
る
と
特
色

の
あ
る
施
設
と
し
て
全
国
的
に
も

注
目
を
浴
び
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

既
に
館
報
第
三
号
で
お
知
ら
せ
し

た
こ
と
で
あ
る
が
、
単
に
"
み
る
〃

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
よ

う
な
経
過
を
た
ど
り
基
本
的
理
念

が
次
の
四
項
目
に
ま
と
ま
っ
た
。

(
詳
細
略
)

①
県
民
の
美
術
実
技
セ
ン
タ
ー
と

し
て

②
県
民
の
美
術
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て

③
県
民
の
美
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と

し
て

④
県
民
の
美
術
振
興
セ
ン
タ
ー
と

し
て
…
…
で
あ
る
。

ま
た
県
民
ア
ト
リ
エ
建
設
に
あ
た

り
一
定
の
敷
地
、
限
ら
れ
た
条
件

報
資
料
室
(
閲
覧
・
視
聴
・
書
架

・
資
料
・
職
員
名
コ
ー
ナ
I
)

「
美
術
振
興
部
門
」
と
し
て
、
ロ

ビ
ー
・
談
話
・
休
憩
所
・
事
務
室

そ
の
他
等
で
あ
る
。

各
室
で
行
お
れ
る
事
業
内
容
や

実
施
計
画
の
具
体
的
な
も
の
は
当

美
術
館
と
し
て
今
後
早
急
に
検
討

し
、
広
く
県
民
の
方
々
が
楽
し
い

美
の
広
場
と
し
て
提
供
し
得
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。
な
お

事
業
内
容
と
し
て
考
え
ら
れ
る
主

な
る
も
の
は
「
美
術
実
技
部
門
」

で
は
…
各
種
実
技
講
座
(
初
心

だ
け
の
美

術
館
で
な

く

〃
か
た

る
〃
 
〃
つ
く

る
〃
と
総

合
的
で
動

美
術
普
及
棟

県
民
ア
ト
リ
エ
と
し
て

い
よ
い
よ
着
工

者
、
経
験

者
等
層
別

を
考
慮
し

て
、
そ
れ

に
伴
う
用

具
・
材
料

的
な
美
の
広
場
の
運
営
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
、
展
示
棟
、
管
理
棟
、

美
術
普
及
標
の
三
棟
が
三
位
一
体

と
な
る
よ
う
考
慮
さ
れ
、
美
術
普

及
棟
建
設
構
想
案
が
検
討
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
三
年
五
月
に
、
当
美

術
館
内
に
美
術
普
及
棟
建
設
準
備

委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
同
年
十
二

月
ま
で
に
十
四
回
に
ね
た
っ
て
、

そ
の
構
想
を
検
討
し
積
み
重
ね
、

ま
た
こ
の
間
の
二
回
は
、
各
界
の

代
表
を
ま
ね
い
て
ご
意
見
を
伺
う

会
を
開
催
す
る
な
ど
種
々
貴
重
な

の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
室
、
ど
の

位
の
規
模
の
室
、
採
光
照
明
、
株

全
体
の
向
き
、
室
の
配
置
等
々
、

そ
の
機
能
、
構
造
、
な
ら
び
に
施

設
設
備
の
内
容
等
が
、
こ
の
準
備

委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
主
な
る
も

の
で
あ
る
。

各
室
に
つ
い
て
は

「
美
術
実
技

部
門
」
と
し
て
、
第
一
ア
ト
リ
エ

(
平
面
)
第
二
ア
ト
リ
エ
(
立
体
)

第
三
ア
ト
リ
エ
(
屋
外
)
「
美
術
学

習
部
門
」
と
し
て
講
堂
、
研
修
室

(
視
聴
覚
室
)
集
会
室
(
畳
敷
)

「
美
術
情
報
部
門
」
と
し
て
、
情

●

・
資
料
の
準
備
、
展
示
等
)

「
美

術
.
学
.
習
部
門
」
で
は
講
演
会
・

映
画
会
・
美
術
を
語
る
会
、
解
説

会
・
録
画
・
T
V
視
聴
・
開
閉
会

式
・
授
与
式
等
の
入
場
・
貸
与
等

「
美
術
情
報
.
部
門
」
で
は
図
書

・
資
料
の
情
報
公
開
・
資
料
・
ポ

ス
タ
ー
展
示
、
フ
ィ
ル
ム
、
そ
の

他
の
資
料
の
貸
出
し

「
美
術
振
興
部
門
」
で
は
V
T
R

の
視
聴
・
談
話
・
休
息
等
自
主
的

な
交
流
の
場
と
し
て
提
供
等
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

1品刷冊1詰問品出品冊潮間ト1間瑠眉間冊潮間附帯〇割酷刑嗣1浩卜描冊星間瑞博聞潮間浩臨潮間1間冊潮間帯描出1課卜瑞潤謹話1課冊朝潮ト

「堀辺正章とその周辺」展

の資料コーナーより

十
二
月
七
日
か
ら
一
月
十
五
日

ま
で
開
催
し
た
堀
江
正
章
展
で
も

資
料
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
従

来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
堀
江
の

業
績
の
一
部
面
を
知
り
得
た
と
好

評
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
、
明
治
二
十
六
年
飯

田
正
宣
ら
が
企
画
し
た
修
身
救
援

用
に
描
い
た
掛
絵
が
あ
る
。
こ
の

掛
絵
は
、
三
十
枚
セ
ッ
ト
で
当
時

各
地
の
師
範
学
校
で
用
い
ら
れ
た
。

飯
田
は
、
松
本
開
智
学
校
、
栃
木

師
範
学
校
の
校
長
を
歴
任
し
た
教

育
者
で
あ
り
、
堀
江
と
遠
縁
に
あ

た
る
人
で
あ
っ
た
。

次
に
、
千
葉
中
学
校
の
図
画
教

師
を
し
て
い
た
折
の
、
生
徒
の
画

帳
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十

五
年
の
県
庁
舎
の
新
築
落
成
記
念

と
し
て
大
共
進
会
が
催
さ
れ
た
時

に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、
同
年
皇

太
子
(
大
正
天
皇
)
の
行
幸
の
際
、

閲
覧
さ
れ
た
も
の
で
、
堀
江
が
用

器
画
に
重
点
を
お
き
美
術
教
育
を

し
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
貰
重

な
資
料
で
あ
る
。
北
沢
楽
天
が
、

堀
江
の
門
に
入
る
動
機
と
し
て
、

堀
江
が
用
器
画
に
た
け
て
い
た
た

め
で
あ
る
と
言
お
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
裏
付
け
す
る
こ
と
が
で
き

る
。以

上
の
二
鳥
は
、
資
料
の
一
部

分
の
紹
介
で
あ
る
が
、
教
育
者
と

し
て
の
一
面
を
知
る
上
で
重
要
な

役
割
を
果
す
で
あ
ろ
う
。
今
回
の

資
料
に
よ
り
す
ぐ
れ
た
美
術
家
と

と
も
に
教
育
者
と
し
て
の
才
能
を

示
し
て
い
た
と
い
う
声
が
高
か
っ

た
。

ん

吋
高
地



●

昭
和
五
十
四
年
度
普
及
事
業
予
定

県
民
ア
ト
リ
エ
の
完
成
を
五
十

五
年
一
月
に
ひ
か
、
え
、
「
み
る
・

か
た
る
・
つ
く
る
」
活
動
「
美
の

広
場
」
の
充
実
を
目
指
し
、
新
年

度
も
各
種
の
事
業
を
計
画
し
て
い

る
。
項
目
的
に
は
、
本
年
度
の
も

の
を
引
き
継
き
行
う
が
、
よ
り
内

容
の
充
実
を
計
り
た
い
。
ま
た
、

県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
ま
で
の
間
、

第
六
展
示
室
を
美
術
普
及
室
と
し

て
使
用
し
、
浅
井
忠
関
係
資
料
を

は
じ
め
と
す
る
資
料
類
の
展
示
、

図
書
・
情
報
・
集
会
の
各
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
、
利
用
者
の
便
を
図

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

美
術
を
語
る
会

こ
の
会
は
、
講
演
的
と
言
ね
れ

る
一
方
的
な
知
識
を
伝
え
る
の
と

は
異
な
り
、
「
語
り
合
い
」
の
中
か

ら
美
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
多
く
の
方
々
の
希
望
に
沿
っ

て
引
き
継
さ
行
、
つ
。

来
年
度
は
、
多
彩
に
展
開
さ
れ

る
本
館
企
画
展
に
焦
点
を
あ
て
、

各
界
か
ら
の
話
題
提
供
者
に
よ
る

経
験
豊
か
な
話
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
本
会
の
年
間
会
員
を
募
集

し
て
お
り
、
そ
の
会
員
に
は
、
毎

回
事
前
に
連
絡
す
る
。

実
技
講
座

「
つ
く
る
」
活
動
の
充
実
を
目

指
し
て
実
施
し
て
き
た
実
技
講
座

は
、
毎
回
希
望
者
が
増
加
し
て
い

る
。応

募
し
て
も
希
望
者
多
数
の
た

め
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
々
か
ら
、

「
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
た
い
」
と
の

声
が
多
い
の
で
、
来
年
度
も
今
年

度
実
施
し
た
講
座
を
再
度
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

五
十
五
年
に
な
る
と
、
新
築
さ

れ
た
県
民
ア
ト
リ
エ
で
の
講
座
を

行
、
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
年
度

も
大
半
の
も
の
は
研
究
工
作
室
で

実
施
す
る
た
め
、
定
員
増
加
の
見

込
み
は
な
い
。

各
回
、
著
名
な
人
々
を
講
師
と

し
て
、
よ
り
充
実
し
た
実
り
多
い

講
座
に
し
て
行
き
た
い
。
多
少
の

-みる・かたる・つくる

美術を語る会
i 

園 期 日 T - マ 

第1圃 54・5・12仕) 染色工芸 

第2回 7・28出 風景と作家 

第3回 9・29仕) 
近代美術の中の 
房総 

第4回 11・10し土) 
初期県展にみる 
作家たち 

第5回 55・1・19出 板倉鼎を語る 

第6回 3・8(出 
日本水彩画の 
流れ 

期 日 内 容 

54・6・9仕) デッサン入門講座 

10(口) (第1期) 

7・7仕) デッサン入門講座 

8(「丁) (第2期) 

8・25(曲 てん刻入門講座 

26(日) (第l期) 

55・2・23仕) てん刻入門講座 

24(口) (第2期) 

3・6(邪 
七宝焼諦習 ∠ゝ ユニ 

7(鉛 

●
材
料
費
以
外
、
受
講
料
は
無
料
を

た
て
ま
え
と
し
た
い
の
で
、
多
く

の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

美
術
館
夏
季
大
学

入
館
さ
れ
る
人
々
か
ら
「
絵
は

ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
」
と
い
う

質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
る
。
そ
し

て
美
術
に
つ
い
て
の
知
識
・
教
養

の
機
会
を
ほ
し
い
と
の
要
望
が
強

い
。
そ
こ
で
、
「
美
術
を
見
る
目
」

を
養
う
た
め
の
基
礎
知
識
の
修
得

を
目
的
と
し
、
日
本
美
術
の
歴
史

的
な
推
移
や
多
様
化
し
た
現
代
美

術
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

施
さ
れ
た
の
か
こ
の

「
美
術
館
夏

季
大
学
」

で
あ
る
。

来
年
度
で
第
三
回
を
迎
え
る
が
、

過
去
二
回
の
う
ち
、
第
一
回
は
日

本
近
代
洋
画
・
日
本
画
・
彫
刻
の

流
れ
と
見
か
た
、
お
よ
び
現
代
美

術
の
動
向
と
見
か
た
に
つ
い
て
行

っ
た
。
第
二
回
は
、
前
回
に
残
っ

た
分
野
を
中
心
に
、
近
代
工
芸
・

書
芸
の
歴
史
と
見
か
た
を
行
っ
た
。

こ
の
二
回
に
よ
っ
て
、
近
代
美
術

の
概
略
的
な
講
義
を
行
い
、
さ
ら

に
一
雄
進
め
近
代
洋
画
の
ル
ー
ツ

に
つ
い
て
の
究
明
、
よ
り
美
術
に

な
じ
み
を
も
ち
、
関
心
を
も
つ
た

め
に
直
に
作
品
に
触
れ
、
取
り
扱

う
場
と
し
て
美
術
品
の
取
扱
い
と

保
存
の
仕
方
に
つ
い
て
行
っ
た
。

来
年
度
は
、
第
三
回
と
し
て
八

月
三
日
㈱
・
四
日
出
の
両
日
に
ね

た
り
実
施
す
る
。
時
間
は
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
、
受

講
料
は
無
料
の
予
定
で
あ
る
。

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
未
定
で
あ
る
が
、
予
定
と
し
て

は
一
分
野
に
重
点
を
あ
て
、
一
貫

し
た
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
よ
り
深

い
知
識
の
修
得
を
め
ざ
し
て
行
き

た
い
。
講
師
に
つ
い
て
も
、
過
去

二
回
と
同
様
に
、
専
門
研
究
家
に

依
頼
し
よ
り
充
実
し
た
実
り
多
い

も
の
と
し
た
い
。

講
演
会

講
演
会
に
つ
い
て
は
、
特
別
展

開
催
の
時
期
に
行
い
年
間
三
回
予

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
別

展
の
内
容
に
促
し
て
行
い
、
展
覧

会
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
専
門
的
な
知
識
を

も
同
時
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

特
に
、
五
十
五
年
の
第
三
回
目

は
、
県
民
ア
ト
リ
エ
完
成
記
念
と

し
て
盛
大
に
行
う
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
新
し
い
県
民
ア
ト
リ
エ

講
堂
で
の
初
め
て
の
事
業
と
し
て

有
馬
義
な
も
の
と
し
た
い
。
開
催

日
の
予
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
回

四
月
二
十
一
日
出

第
二
回

十
月
六
日
㈲

第
三
回

三
月
十
六
日
㈲
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みる・かたる・つくる

新
収
蔵
作
品
紹
介
〈
弱
年
は
月
̃
筆
1
月
〉

購

入

鈴
木
徹
作
彫
刻
「
帰
雲
・
春
」

酒
井
亜
大
作
日
本
画
「
垣
根
」

「
山
」

「
晩
秋
」

「
茶
室
」

「
太
海
」

「
樹
」

板
倉
伊
八
氏
よ
り

宮
崎
丈
二
作
洋
画
「
残
雪
」

小
安
多
栄
氏
よ
り

小
安
花
郎
作
「
バ
イ
ロ
ン
の
言
葉
」

寄

贈

次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

酒
井
四
郎
氏
よ
り

酒
井
亜
大
作
日
本
画
「
冬
」

酒
井
房
子
氏
よ
り

鈴木 徽「帰室・蕃」
酒井狂人「冬」

絵
を
観
る

「
誰
も
が
絵
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
。
そ
れ
な
の
に
、
何
故
、
鳥
た

ち
の
さ
え
ず
り
を
理
解
し
よ
う
と

恩
ね
な
い
の
か
。
何
故
、
夜
と
か

花
と
い
っ
た
、
お
れ
お
れ
を
と
り

ま
い
て
い
る
も
の
に
は
、
理
解
し

ょ
う
な
ど
と
、
思
わ
な
く
て
も
愛

薄
を
覚
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
」

こ
れ
は
一
時
期
、
解
ら
な
い
絵

の
代
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

「
ピ
カ
ソ
の
絵
」

の
作
者
、
パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
の
言
葉
だ
。

美
し
い
も
の
、
好
ま
し
い
も
の

に
出
会
い
な
が
ら
、
私
達
は
と
も

す
れ
ば
既
成
の
観
念
や
、
他
人
の

評
言
に
惑
わ
さ
れ
、
眼
前
の
実
体

を
見
失
い
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。

烏
た
ち
の
さ
え
ず
り
に
聴
き
惚

れ
、
花
の
美
し
き
に
出
会
っ
て
素

宿
に
喜
び
の
声
を
上
げ
る
人
が
、

何
故
か
、
絵
画
作
品
の
前
に
立
つ

と
、
し
か
つ
め
ら
し
い
顔
を
し
て
、

考
え
込
ん
で
し
ま
う
人
が
多
い
よ

う
だ
。

「
私
に
は
絵
が
解
り
ま
せ
ん
了

「
現
代
の
絵
は
難
し
く
て
…
子

展
示
室
を
巡
回
し
て
い
る
と
、

よ
く
こ
ん
な
言
葉
に
出
合
う
。
け

れ
ど
、
往
々
に
し
て
、
そ
の
人
の

言
葉
は
正
し
く
な
い
よ
う
だ
。
そ

の
人
は
、
何
か
特
別
な
絵
の
見
方

が
あ
る
よ
う
に
錯
覚
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

何
故
な
ら
、
大
の
よ
う
な
言
葉

が
続
く
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
。

「
で
も
こ
の
絵
を
見
て
い
る
と
、

心
が
洗
お
れ
る
よ
う
で
す
。
澄
ん

だ
画
面
の
緊
張
感
が
す
ぼ
ら
し
い
了

「
何
だ
か
、
あ
っ
た
か
な
気
分
に

な
る
ん
で
す
。
こ
の
絵
」

「
こ
の
絵
は
あ
の
赤
が
、
あ
の
青

の
色
が
決
っ
て
い
る
ん
だ
ね
、
き

っ
と
了

「
は
じ
め
は
た
だ
気
特
が
悪
い
絵

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
じ
っ

と
見
て
い
る
う
ち
に
い
ろ
ん
な
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
て
く
る
の
で
す
。

遠
い
昔
の
田
舎
の
こ
と
と
か
。
学

生
時
代
の
下
宿
屋
と
か
…
…
・
了

そ
う
で
す
。
こ
れ
で
い
い
の
で

す
。す

ぐ
に
は
言
葉
に
な
ら
な
く
て

も
、
既
に
こ
の
人
た
ち
は
、
作
品

か
ち
何
か
を
受
け
と
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
。
素
直
に
絵
の
前
に
仔
む

こ
と
さ
え
出
来
る
な
ら
、
絵
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
努
力
は
不
要
で

は
な
い
か
。

む
し
ろ
、
自
分
が
絵
か
ら
感
じ

取
っ
た
こ
と
を
、
言
葉
に
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
だ
。
独
り
言
で
も

良
い
と
思
う
。
友
達
に
語
る
の
も

理
解
の
一
つ
と
い
え
る
。

亀
井
勝
一
郎
は
、
良
い
作
品
に

は
二
度
喜
び
が
あ
る
と
い
っ
た
憲

味
の
こ
と
を
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

最
初
の
出
会
い
の
感
動
と
、
そ
れ

を
言
葉
に
し
て
、
他
人
に
伝
え
よ

う
と
す
る
時
の
、
苦
し
く
も
、
努

力
の
し
か
い
の
あ
る
喜
び
と
。

多
く
の
絵
に
出
会
い
、
多
く
の

友
達
に
自
分
の
感
じ
た
も
の
を
伝

え
た
時
、
そ
の
人
は
も
う
絵
が
解

ら
な
い
と
は
言
ね
な
く
な
る
と
思

う
。

(
H
)

松
本
竣
介
「
街
(
自
転
車
)
」

(
〃
天
折
の
画
家
た
ち
〃
展
よ
り
)
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●
手
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
満
喫

七
宝
焼
講
習
会

昨
年
の
十
二
月
二
日

三
日
の
二
日
間
、
長
南

光
男
氏
(
千
葉
大
学
教

授
)
を
講
師
に
迎
え
て
、

七
宝
焼
-
轟
習
会
が
聞
か
れ
た
。
ス

ラ
イ
ド
や
8
皿
の
フ
ィ
ル
ム
で
、

制
作
工
程
の
概
略
を
見
た
後
に
そ

れ
ぞ
れ
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。

制
作
技
法
の
習
得
を
通
し
て
、

手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
使
う
喜
び

を
味
お
え
た
よ
う
だ
。
講
習
の
終

お
り
・
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
作
品

が
完
成
し
て
い
た
。
ア
ク
セ
サ
リ

I
に
、
室
内
装
飾
品
に
と
活
用
さ

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
(
.

-みる・かたる・つくる

七宝焼講習会かち

●

●
大
き
な
足
跡

五
〇
万
人
目
の
入
館
者

開
館
以
来
四
年
と
二
ケ
月
余
り

の
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
七
日

㈲
、
遂
に
五
〇
万
人
目
の
入
館
者

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
美
術
館
に
輝
か
し
い
足
跡
を

残
し
て
く
れ
た
方
は
、
茂
原
市
立

東
部
小
学
校
六
年
、
林
亜
希
子
さ

ん
で
、
こ
の
日
は
お
母
さ
ん
と
弟

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
「
子
ど
も
県

展
」
に
入
選
し
た
自
分
の
作
品
や

友
達
の
作
品
を
見
に
来
て
、
こ
の

機
会
に
恵
ま
れ
た
そ
う
だ
。
な
お

亜
希
子
さ
ん
に
は
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
広
く
県
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
に
し

て
行
き
た
い
。

林
亜
希
子
さ
ん
(
左
)

正
章
を
語
る
」
と
越
し
て
、
前
美

術
館
長
松
戸
節
三
、
画
家
の
遠

藤
他
部
の
両
氏
を
話
題
提
供
者
と

し
て
迎
え
、
堀
江
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
、
朝
方
か

ら
夕
方
近
く
ま
で
雪
に
見
舞
お
れ

た
が
、
熱
心
な
方
々
が
告
に
も
め

げ
ず
多
勢
参
加
さ
れ
、
そ
の
語
り

合
い
は
、
外
の
寒
さ
と
は
う
っ
て

か
れ
っ
て
熱
気
で
む
ん
む
ん
す
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

楽しい美術を語る会

伝

言

板

●
寒
さ
の
中
の
熱
気

第
五
回
美
術
を
語
る
会

去
る
一
月
十
三
日
(
土
)
、
「
堀
江

○
談
話
コ
ー
ナ
ー
を
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
す
る
た
め
、
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
美
術
館

へ
の
御
意
見
・
御
希
望
、
ま
た
展

覧
会
等
の
感
想
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
。
自
由
な
声
の
欄
と
し
て
御

利
用
く
だ
さ
い
。

美
術
館
に
思
う

原

真
佐
子

(
東
京
・
墨
田
区
在
住
)

昨
年
、
池
袋
の
西
武
美
術
館
で

デ
ュ
フ
ィ
展
が
催
さ
れ
ま
し
た
時

は
、
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
デ
ュ
フ
ィ
の
絵
を

見
て
い
る
と
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

ド
ピ
ッ
シ
I
の
曲
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
で
楽
し
く
て
…
㌔
そ
れ

に
色
が
き
れ
い
で
、
私
は
特
に
、

あ
の
ア
ネ
モ
ネ
が
大
好
き
で
す
。

お
謡
は
変
れ
り
ま
す
が
、
美
術

館
で
も
博
物
館
で
も
見
た
い
、
載

り
た
い
と
思
う
も
の
に
ひ
か
れ
て

行
く
の
で
す
け
れ
ど
、
で
も
、
そ

れ
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
、
私
の
場

合
に
は
欲
し
い
の
で
す
。
で
す
か

ち
∴
ア
パ
ー
ト
で
催
さ
れ
る
の
は

余
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
二
二

越
の
院
展
な
ど
で
は
、
そ
の
例
で
、

美
し
い
絵
を
見
て
い
る
聞
、
呼
び

出
し
の
書
か
れ
ず
ら
れ
し
く
、
又

演
出
の
つ
も
り
で
し
ょ
う
が
音
楽

な
ど
流
し
た
り
し
て
、
本
当
に
壊

さ
れ
て
し
ま
う
感
じ
で
す
。
画
を

見
て
少
し
疲
れ
た
時
、
遠
く
ガ
ラ
.

ス
ご
し
に
見
え
る
緑
、
そ
れ
が
私

に
は
何
よ
り
で
す
。
そ
の
点
、
町

中
、
ビ
ル
街
に
あ
っ
て
も
、
出
光

も
サ
ン
ト
リ
ー
も
ガ
ラ
ス
ご
し
に

お
塊
は
た
の
緑
が
、
ほ
っ
と
一
息

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
都
の
美
術
館

も
博
物
館
も
そ
の
点
で
は
随
分
得

を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

色
々
予
算
も
あ
っ
て
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
千
葉

の
美
術
館
も
も
う
少
し
緑
が
あ
っ

た
ら
と
、
何
時
も
伺
う
度
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。
正
直
に
申
し
ま
す

と
、
初
め
て
ま
い
り
ま
し
た
時
、

す
ぼ
ら
し
い
建
物
で
す
の
に
ガ
ラ

ス
ご
」
に
あ
の
タ
ン
ク
が
見
え
た

時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
。

線
で
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
た
い

な
ど
と
、
勝
手
な
こ
と
を
思
っ
た

り
し
て
お
り
ま
す
。
.
木
を
植
え
て

も
、
大
き
く
育
つ
迄
は
大
変
を
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
・
…
‥

し
か
し
、
千
葉
県
立
美
術
館
で

は
、
大
変
高
価
で
私
ど
も
買
い
し

ぶ
っ
て
い
る
美
術
雑
誌
な
ど
が
自

由
に
閲
覧
で
き
ま
す
こ
と
は
、
実

に
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
《

先
日
伺
い
ま
し
た
と
き
、
次
々
と

新
刊
雑
誌
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ー

時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
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昭
和
五
十
三
年
度
の

反
省
と
成
果

本
年
度
の
普
及
事
業
は
、
実
技

講
座
-
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
三

回
)
・
七
宝
焼
講
習
会
(
一
回
)
・

て
ん
刻
入
門
講
座
二
回
)
-
 
、

美
術
を
語
る
会
(
六
回
)
、
美
術
館

夏
季
大
学
二
回
二
日
)
、
美
術
講

演
会
(
二
回
)
を
行
っ
た
。

実
技
講
座
の
う
ち
デ
ッ
サ
ン
入

門
講
座
に
つ
い
て
は
、
三
回
で
延

二
〇
九
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

各
回
四
十
名
の
定
数
を
抽
選
で
選

ん
だ
。
こ
の
講
座
は
、
初
心
者
を

対
象
と
し
た
基
礎
的
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
応
募
者
の
大
半
は
主

婦
あ
る
い
は
高
令
の
男
性
で
あ
っ

た
。
参
加
者
の
内
勤
は
二
一
〇
名

車
男
三
十
七
名
・
女
八
十
三
名
。

次
に
、
七
宝
焼
講
習
会
も
走
貝

四
十
名
の
と
こ
ろ
一
〇
三
名
の
応

募
が
あ
っ
た
。
特
に
、
こ
の
諮
座

は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
参
加

者
も
女
三
十
二
名
・
男
八
名
と
い

う
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

応
募
者
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、

講
座
の
内
容
・
会
期
等
に
つ
い
て

も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

定
数
の
増
加
に
つ
い
て
の
要
望
も

多
い
が
、
講
師
か
ら
は
受
講
人
数

が
多
運
ざ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
学
び
、

し
か
も
よ
り
効
果
的
な
講
座
を
な

す
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
、
重
大
な
課
題
が
残
さ
れ
た
。

友
の
会
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

美
術
を
愛
好
す
る
県
民
の
広
場

と
し
て
「
友
の
会
」
が
あ
る
。
現

在
、
約
一
、
一
〇
〇
名
の
方
々
が

展
覧
会
の
鑑
賞
や
洋
画
の
実
技
講

座
に
、
そ
し
て
見
学
会
に
と
参
加

し
て
い
ま
す
。

入
会
し
て
、
み
る
楽
し
み
、
き

く
楽
し
み
、
制
作
す
る
楽
し
み
に

参
加
し
ょ
う
。

三
月
一
日
か
ら
五
十
四
年
度
の

加
入
会
員
を
受
け
付
け
ま
す
。
会

費
は
、
普
通
会
員
・
年
額
一
五
〇

〇
円
で
、
途
中
か
ら
の
入
会
者
は

会
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

新
し
く
加
入
す
る
に
は
、
入
会

金
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
が
、
継

続
し
て
会
員
と
な
る
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
余
れ
せ

お
よ
び
入
会
手
続
は
、
本
館
学
芸

課
内
友
の
会
事
務
局
ま
で
。

さ
ら
に
、
て
ん
刻
入
門
講
座
は

二
月
十
七
・
十
八
日
に
実
施
さ
れ

る
が
、
予
想
を
上
回
る
四
倍
以
上

も
の
応
募
者
が
あ
っ
た
。

美
術
を
語
る
会
は
、
本
館
企
画

の
展
覧
会
の
内
容
や
時
期
に
即
し

た
テ
ー
マ
を
選
ん
で
行
っ
た
。
話

題
提
供
者
の
ほ
か
、
ゆ
か
り
の
人

々
を
も
招
い
て
、
各
回
三
十
か
ら

六
十
名
ぐ
ら
い
が
参
加
し
た
。
本

年
度
は
、
よ
り
実
り
多
い
会
と
す

る
た
め
会
員
を
募
集
し
、
三
十
名

が
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
会
員
と
一

般
入
館
者
を
含
め
て
の
会
は
、
話

題
に
よ
っ
て
は
な
じ
み
の
薄
い
も

の
も
あ
り
、
テ
ー
マ
の
選
定
の
考

慮
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
専
門
的
な
諦
座
と

し
て
の
美
術
講
演
会
、
美
術
館
夏

季
大
学
を
実
施
し
た
。
特
に
夏
季

大
学
は
、
百
名
の
定
数
に
か
か
お

ら
ず
希
望
者
が
多
く
、
や
は
り
主

婦
が
そ
の
主
流
を
占
め
て
い
た
。

団

体

展

(
2
月
̃
3
月
)

▽
第
n
回
習
美
会
新
春
展

2
・
1
 
4
̃
2
・
1
 
8

▽
第
4
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
・
如
̃
3
・
4

▽
第
1
 
0
回
干
葉
市
民
美
術
展

▽
第
2
 
6
回
書
星
教
育
部
展
及
び
弥

生
展

3
・
2
7
̃
4
・
1

来

1
2
月

【
"
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i
H
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直
り
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館

者

藤
村
教
育
次
長

「
高
校
芸

術
祭
」

見
学

八
千
代
市
広
聴
課

東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料

館
泉
宏
尚
氏

鴨
川
画
伯

埼
玉
大
学
学
生
の
博
物
館

学
実
習
の
た
め
新
井
埼
玉

大
学
教
授
・
加
藤
国
学
院

大
学
教
授

文
化
庁
芸
術
課
徳
永
専
門

目
【今

井
県
教
育
長

埼
玉
県
立
博
物
館
二
名

金
子
協
議
会
委
員
及
び
四

本
造
形
大
学
教
授

沼
田
副
知
事
・
市
原
県
教

育
委
員
長

菊
間
佐
倉
市
長

カ
ナ
ダ
大
使
館
二
名

神
奈
川
県
立
博
物
.
館
三
名

文
部
省
初
等
中
等
教
育
局

山
本
専
門
員

成
田
市
社
会
教
育
課
藤
下

主
幹
他
一
名

八
木
旭
市
長

文
化
庁
芸
術
課
徳
永
専
門

口
貝文

化
庁
石
田
管
理
課
長

公
立
学
校
共
済
組
合
木
代

彰
監
事
(
前
鳥
取
県
教
育
長
)

菊
間
佐
倉
市
長

八
木
旭
市
長

鈴
木
勝
県
議
会
議
員

日

記

抄

1
2
月2

・
3

七
宝
焼
講
習
会

(
講

師
・
長
南
光
男
氏
)

7

「
堀
江
正
章
と
そ
の
周
辺
」

展
オ
ー
プ
ン

1
 
1

東
山
魁
夷
氏
名
へ
作
品
お

3
‖
‖
=

-
ヽ
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・
-
●

024細り
〔
〇
十
]

い
岬
」62

1

9 8 5 月

礼
の
植
樹

浅
井
息
像
建
立
委
員
会
役

員
会

展
示
室
利
用
調
整
会
議

県
立
美
術
館
・
博
物
館
協

議
会

埼
玉
大
学
博
物
館
学
実
習

生
五
十
名

芹
沢
鎚
介
氏
と
展
覧
会
打

ち
合
ね
せ

年
末
年
始
休
館
二
月
四

日
ま
で
)

選
抜
展
作
品
引
継
ぎ
作
業

千
葉
県
立
美
術
館
協
議
会

特
別
展
「
第
十
二
回
現
代

美
術
選
抜
展
」

ォ
ー
プ
ン

千
葉
県
博
物
館
協
会
役
員

会芹
沢
錐
介
展
打
ち
合
ね
せ

会美
術
を
語
る
会

(
話
題
提

供
者
松
戸
節
三
氏
・
遠
藤

健
郎
氏
)

常
設
収
蔵
作
品
展
「
風
景

の
美
」

ォ
ー
プ
ン

友
の
会
役
員
会
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●


